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研究成果の概要（和文）：日韓両言語の対照研究を通じてテンス・アスペクト・モダリティ形式

（以下 TAM 形式）の相関を明らかにしようとした本研究は、研究期間中、日本語標準語、韓国

語標準語の TAM 形式の相関をみると同時に、琉球語宮古島方言（池間島方言）、韓国語済州島方

言を対象に現地フィールド調査を通じて現地方言の自然談話を収集し書き起こし作業を行った。

また研究成果は国内外の学会で発表を行うと同時に、最終年度には韓国・日本・アメリカの専

門家を招いた国際シンポジウムを開催、研究成果の発表及び意見交換を行った。

研究成果の概要（英文）：The goal of this study has been to clarify the correlation among

tense, aspect and modality systems (TAM systems) through a contrastive study of Japanese

and Korean. We collected data that reflect the correlation among the TAM systems not only

from standard Japanese and Standard Korean, but also from Miyako Ryukyuan (Ikema dialect

Miyako in particular) and the Jeju dialect of Korean. We conducted fieldworks to collect

natural discourse data, transcribed them and analyzed the TAM systems. The research

results have been presented at conferences in Japan and abroad. An international symposium

was held in the final year inviting experts from Korea, Japan and the United States to

exchange views on the TAM systems of these languages.
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る ul kes-i(未来連体＋もの＋copula)は、推
量の解釈では非常に限定された場合にしか
質問疑問文にできないという事実を発見し
た。すなわち、ul kes-i の疑問形は特別の場
合にしか推量の意味を持てず、「nayil-un
pi-ka o-l kes-ipnikka（あすは雨が降るで
しょうか）」のように言うことはできない。
この文は、雨をふらせる能力を持つ雷様のよ
うな対象にしか質問できない。この制約を捉
えるためには、未来と推量の関係、質問行為
などについて綿密な研究が必要となるが、特
に、推論や意志の決定に用いる知識領域がど
こにあるかが重要である。申請者たちは指示
詞記述に利用した領域を知識領域に拡張す
ることで、この現象の記述と説明に利用でき
る理論装置を開発した。さらにこの論文を共
同執筆する際に TAM 形式の相関を、知識のあ
り方、現場のとらえ方と関連させて研究する
可能性に思い至った。それまでの 100 回にわ
たり日本語と韓国語に関しての発表会を重
ねてきた成果のうち、TAM に関係する発表を
この観点からまとめることに同意した。その
際、琉球方言の TAM 形式との比較の有効性が
指摘された。たとえば、琉球方言のいわゆる
直接目撃をあらわすテンス形式の研究には
韓国語の過去回想形(te)との比較が有効で
ある。また、日本語標準語のテイル形の完了
用法には経験の解釈が可能であるが、韓国語
の ko iss-ta の形式にはその解釈はなく、あ
る意味で目撃の解釈がかかわる。この違いの
記述にも、琉球方言宮古島方言との比較が有
効であることが分かっている。また同様の関
連性が韓国語済州島方言の現象に見ること
ができることが指摘され、金 善美の同志社
大学勤務時代の同僚であり、済州島方言の母
語話者であると同時に同方言のテンス・アス
ペクトの専門家である高 榮珍氏に協力を
要請し快諾を得た。

２．研究の目的
本研究は、日韓両言語の対照研究を通じてテ
ンス・アスペクト・モダリティ形式（以下 TAM
形式）の相関を明らかにしようとするもので
ある。TAM 形式はこれまで独立した文法カテ
ゴリーとして見られ、それぞれに記述がなさ
れてきた。本研究は、日本語標準語、韓国語
標準語（ソウル方言）という、系統は異なる
けれど類型論的に近い 2つの言語の詳細で微
視的な記述を行い、それによって TAM 形式の
相関をみると同時に、琉球宮古島語（特に池
間島方言）、韓国語済州島方言などの現地フ
ィールド調査を通じて、両言語と系統を同じ
くしながら標準語と非常に離れた言語を比
較することで分析の精度を上げ、談話管理理
論（動的意味論）、類型論という明示的な理
論的枠組みで TAM形式の相関を原理的に説明
する試みである。

３．研究の方法
日本語標準語、韓国語標準語、琉球宮古語（特
に池間島方言）、韓国語済州島方言において
TAM 形式を表す形式を網羅的に挙げ、その用
法について本研究の記述方法による相関を
記述した。琉球宮古語、韓国語済州島方言に
ついてはそれぞれ現地フィールド調査を通
じて蓄積した自然発話データを書き起こし、
当該の用例にタグを付けて、検索可能にした。
これには ELAN の最新バージョンを使用し、
音声データとリンクさせ、イントネーション
が検索できるようにした。

４．研究成果
これまで現地フィールド調査を通じて自然
発話データを書き起こして蓄積した一次資
料に基づいて韓国語と日本語の TAMの相関を
理論的に研究したものはなかった。その中で
本研究は、(1)日本語、韓国語、英語の先行
研究を踏まえた上で日韓の理論的、記述的対
照研究を行うことができた、(2) TAM 形式の
個々の記述にとどまらず、その相関を説明す
る形式理論を提出できた、(3) フィールドワ
ークを含めた一次資料の利用により確実に
新しい言語事実を言語学の知見に加えるこ
とができた、(4) 本研究テーマにおける韓
国・日本・アメリカの専門家が一堂に会する
初めての国際シンポジウムを日本で開催し、
研究成果の発表及び意見交換を行うことが
できた。(5) 本研究によって蓄積された一次
資料の内、公開許可を得た自然発話資料への
書き起こし・タグ付け作業を行ったことによ
って、将来的にインターネット上の電子博物
館等で公開するための理論的・記述的な基盤
づくりを行うことができた。
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